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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和1年12月26日(2019.12.26)

【公開番号】特開2017-61740(P2017-61740A)
【公開日】平成29年3月30日(2017.3.30)
【年通号数】公開・登録公報2017-013
【出願番号】特願2016-64791(P2016-64791)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/14     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/54     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   9/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ   38/00     ３０１Ｙ
   Ｃ２２Ｃ   38/14     　　　　
   Ｃ２２Ｃ   38/54     　　　　
   Ｃ２１Ｄ    9/52     １０３Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月15日(2019.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量％で、Ｃ：０．９０～１．３％、Ｓｉ：０．４～１．２％、Ｍｎ：０．２～１．５
％、Ｐ：０％超０．０２％以下、Ｓ：０％超０．０２％以下、Ａｌ：０％超０．００８％
以下、Ｔｉ：０～０．００５％、Ｎ：０．００１～０．００８％を含有し、残部が鉄およ
び不可避的不純物であり、
　組織は、パーライトおよび初析セメンタイトを含み、
　全組織に対するパーライトの面積率が９０％以上、
　初析セメンタイトの最大長さが１５μｍ以下、
　初析セメンタイト内部のＳｉ濃度の平均値と、パーライトのラメラ構造を形成するフェ
ライト内部のＳｉ濃度の最大値との濃度差が０．５０～３％であることを特徴とする鋼線
材。
【請求項２】
　更に質量％で、Ｂ：０％超０．０１％以下を含有する請求項１に記載の鋼線材。
【請求項３】
　更に質量％で、Ｖ：０％超０．５％以下、およびＣｒ：０％超０．５％以下よりなる群
から選択される少なくとも一種を含有する請求項１または２に記載の鋼線材。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の鋼線材を伸線加工して得られる鋼線。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
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【表１Ａ】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
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【表１Ｂ】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
【表２Ａ】
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
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【表２Ｂ】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　試験Ｎｏ．１～３、１３～１５、１９～２１、２４、２５、２７、２８、３１、３２は
本発明の要件を満たす例であり、断線を生じることなく良好な伸線性が確認された。特に
、Ｂを含有する表１の鋼種Ｃ、Ｆ、Ｇ、Ｍ、Ｎを用いた試験Ｎｏ．３、１３、１４、２０
、２１はいずれも、高い伸線歪みまで、断線することなく伸線できた。


	header
	written-amendment

